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　ＳＡＢＡとは、禅寺の僧堂でお食事の前に、七粒ほどのご飯
をお膳のすみに取っておき、後で小鳥に施す「生飯（さば）」と
いうお作法のことです。
　これを日本の皆さんの１食１円のＳＡＢＡとして、アジアの
貧しい国々の子ども達のために学校建築（教育）や、井戸やト
イレの設置（環境衛生向上）を支援する、国際ボランティア資
金の運動です。１食１円ならどなたにもできます。塵も積もれ
ば山となるように、皆さんの御協力をお願いする大きな愛の運
動です。（この運動は、特定の政党や宗教や思想に関係のない、
非営利の国民運動です。）
　綴じ込みの郵便振替用紙を使い年会費やＳＡＢＡ運動等の協
力金をお送りください。お送りいただいた皆様には毎月『圓福』
と『おもいやり』をお送りし、円福友の会の活動と円福寺愛育
園の子どもたちの様子をご報告いたします。

1食1円のＳＡＢＡ運動で世界の平和に尽くしましょう。

円福友の会入会のすすめ

表紙の写真

4 本目の井戸を寄贈したチアソムオンさんの家族です。

サロン校長先生の息子さんが、協力して写真を送ってくれます。

井戸をもらって嬉しそうです。

井戸は 6本掘りました。

にこにこ法話　おまいり　 １ｐ

カンボジア支援　設置井戸の状況　そして　これから　 ３ｐ

途上国開発協力こぼれ話　⑧合掌してお礼をする少年の話 ９ｐ

敬愛信 14ｐ

2月号の内容



お

ま

い

り

お

ま

い

り

円
福
寺
愛
育
園
で
は
、

創
立
以
来
七
十
三
年
間
朝

夕
の
お
ま
い
り
を
欠
か
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
育
園
に
は
保
育
士

資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
、
養
成
校
か
ら
実
習

生
が
来
ま
す
。
実
習
生
に
は
担
当
職
員
と
私
が

事
前
指
導
を
し
ま
す
。

私
の
事
前
指
導
は
、
愛

育
園
の
全
般
に
つ
い
て

で
す
。
実
習
生
の
質
問
に
答
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、

愛
育
園
を
調
べ
て
き
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
も
で
き
な
い
よ
う
な
受
け
身
の
姿
勢
で
は

実
習
に
な
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

こ
こ
二
回
ほ
ど
、
お
ま
い
り
に
つ
い
て
聞
か

れ
ま
し
た
。
お
ま
い
り
は
何
の
た
め
に
す
る
の

で
す
か
？

皆
さ
ん
の
家
に
お
仏
壇
は
あ
り
ま
す
か
と
聞

き
返
し
ま
す
。
な
い
の
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
）
の
家
に
あ
り
ま
す
、
と
い

い
ま
す
。

お
仏
壇
が
な
け
れ
ば
お
ま
い
り
は
し
ま
せ

ん
。
お
ま
い
り
の
経
験
が
な
い
の
で
す
。
そ
れ

で
は
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。

愛
育
園
の
子
育
て
で
は
、
お
ま
い
り
を
と
っ

て
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
お
ま
い
り
に
子
ど

も
た
ち
の
心
が
表
れ
ま

す
。
私
が
こ
の
仕
事
に
入
っ
た
十
三
年
前
の
お

ま
い
り
は
ひ
ど
か
っ
た
で
す
。
年
長
児
が
起
き

て
こ
な
い
。
出
な
い
。
出
て
い
る
子
は
お
ま
い

り
に
な
ら
な
い
。
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
「
愛

の
花
園
」に
父
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

（
39
Ｐ
）

『
お
ま
い
り
の
お
経
も
、
私
が
声
を
張
り
上

げ
れ
ば
上
げ
る
ほ
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
声
は
小

さ
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
朝
の
歌
の
オ
ル
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ガ
ン
も
全
力
で
足
を
踏
ん
で
か
き
鳴
ら
し
て

歌
う
の
で
す
が
子
ど
も
た
ち
は
黙
っ
て
い
る

の
で
す
。
こ
れ
は
私
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
思

い
、
指
導
員
、
保
母
を
叱
り
つ
け
る
と
、
園
長

さ
ん
が
「
お
っ
し
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
と
、
職
員

も
気
が
沈
ん
で
し
ま
い
ま
す
」
と
言
う
の
で

す
が
、「
私
の
心
が
わ
か
ら
ん
の
か
」
と
い
き

り
立
ち
、
一
人
で
が
ん
ば
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

と
う
と
う
の
ど
か
ら
血
が
出
て
、
声
が
出
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。』

今
の
お
ま
い
り
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
お

ま
い
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り

ま
す
。
き
っ
と
感
動
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
令

和
三
年
の
お
正
月
の
円
福
大
黒
天
祈
祷
会
は
、

コ
ロ
ナ
で
帰
省
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
愛

育
園
の
子
ど
も
た
ち
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
席
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
、
子
ど
も
た
ち
の
揃
っ

た
大
き
な
声
の
般
若
心
経
に
、
す
ご
い
な
あ

と
感
動
さ
れ
ま
し
た
。

お
ま
い
り
が
こ
の
よ
う
に
で
き
る
子
ど
も

た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
勤
で
通
学
し
、
勉
強

に
励
み
、
毎
日
を
自
己
の
向
上
に
努
め
て
い

る
の
で
す
。

実
習
生
に
は
、
お
ま
い
り
は
心
を
綺
麗
に
し

て
く
れ
ま
す
、
と
話
し
ま
し
た
。
心
を
綺
麗
に

す
る
た
め
に
お
ま
い
り
す
る
の
で
は
な
く
て
、

お
ま
い
り
を
す
る
こ
と
が
心
を
綺
麗
に
す
る

の
で
す
。
お
ま
い
り
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
に

な
り
、
心
が
き
れ
い
に
な
っ
て
毎
日
を
過
ご

し
て
い
る
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、

父
が
亡
く
な
る
一
年
ほ
ど
前
に
、
ベ
ッ
ド
の
脇

に
私
を
呼
ん
で「
涅
槃
だ
。
後
を
頼
む
」と
言
っ

た
こ
と
に
、
少
し
は
応
え
て
い
る
か
な
あ
と

思
い
ま
す
。

新
し
い
一
年
を
子
ど
も
た
ち
全
員
が
揃
っ

て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
ま
い
り
を
が
ん
ば
る
こ
の
子
た
ち
に
幸

い
あ
れ
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カ

ン

ボ

ジ

ア

支

援

エ
コ
村
支
援

設
置
井
戸
の
状
況
　
そ
し
て
　
こ
れ
か
ら

キ
ム
さ
ん
が
エ
コ
村
に
入
っ
て
く
れ
て
、
井
戸
の

設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
、
六
本
で
き
ま

し
た
。
十
本
の
井
戸
を
寄
贈
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
2
0
1
3
年
か
ら
設
置
し
た
井

戸
に
つ
い
て
ま
と
め
、
こ
れ
か
ら
設
置
す
る
井
戸
の

受
領
者
と
寄
贈
者
（
予
定
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

第 4 号井戸　ＴＷ 14-1
深井戸　土屋富沢家族寄贈

第 15 号井戸　ＣＲＯＷ 16-1
宮下商店（宮下繁明氏）寄贈

（看板例です）

第 18 号井戸　ＣＲＯＷ 16-4　
コンクリートリング浅井戸

木村・斉藤氏寄贈
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エコ村支援　設置井戸の状況　そして　これからの設置

年 型式 種類 場所、受益者 寄付者 ２０１９状況

2011 HP 浅井戸
Mr Mao Sarath
マオ　サラット

PVAJ
プレアビヒア日本協会

2011 年に設置された 3 つの浅井戸手押ポンプは、東京倶楽部からの資金でプレアビヒア
日本協会（PVAJ:NPO) がカンボジア農村農業開発 NGO の CEDAC と組んで実行された。
CEDAC の有機農業専門員が約半年間エコ村に駐在し、３軒の農家を集中的に指導した。マ
オさんは村の元警察官。ドイソクさんは寡婦で子供はタケオの親戚に預け、ここでの収入
を仕送りしている。この地区で最も熱心でチャレンジングな農婦で、学校農園でも堆肥や
苗床造りの指導を熱心にしている。2016 年学校農園開所式での円福賞受賞者。フォックさ
んはタイの大賀農場で 2 か月の有機農業研修を受けた 6 人のうちの１人で、PVAJ 管轄の
エコ村 12ha パークの農場の管理も担当している。  

2011 HP 浅井戸
Ms Doy Sok
ドイ　ソク

　PVAJ
プレアビヒア日本協会

2011 HP 浅井戸
Ms Phok Phanny
フォック　パニー

PVAJ
プレアビヒア日本協会

2013 TW13-1 深井戸
Ms Honh Nhor　
ホン　ノル

円福友の会
円福友の会からのエコ村農家井戸支援第 1 号受益者です。家族一同が設置された井戸を囲
んで大喜び、子供二人が水浴びで喜ぶ姿がその後の円福友の会による組織的な井戸設置支
援の機となった。  

2013 TW13-2 深井戸
Natural School No1
ナチュラル小学校第 1 号

円福友の会

水もトイレもないナチュラル小学校に、深井戸（深度 35 ｍ）からの清浄な水とトイレが円
福友の会の支援で設置された。井戸から出る水を囲んで校長先生と児童達の喜ぶ姿は「水
あるところに仏あり」のスローガンの下に円福友の会のエコ村井戸支援が動き出した。こ
の井戸は在学児童の飲水のみならず近隣住民に飲料水を供給し、朝には洗濯場となり、夕
べには沐浴の場となっているのです。その後、井戸は増設され、学校農園の灌漑用水及び
トイレ清掃などに使われています。

2013 TW13-3 深井戸
PAGODA
地域のお寺

円福友の会 エコ村文化センター（パゴダ）の境内に数百本の植樹と共に設置された。

2014 TW14-1 深井戸
Ms Phoeurn Phoeurn
ホエン　ホエン

富沢　土屋　家族

2015 TW15-1 深井戸
Ms Mith Mamm
ミト　マム

上野　家族

2015 TW15-2 深井戸
Ms Vath Nith
ヴァト　ニト

東北大学　杜の会

2015 TW15-3 深井戸
Ms Ny Noeurn
ニ　ノエム

円福幼稚園

2015 TW15-4 深井戸
Ms Mei Sein
メイ　セイン

春日喜代子
春日氏はナチュラル小学校農園整備と農機具などに多額の寄付をされた。その功績をたた
え、校長先生のサロンさんとソファットさんによって学校農園を春日農園と名付けたそう
です。

2015 TW15-5 深井戸
Ms Sok Yun
ソク　ユン

櫻井商店　（櫻井榮二）

2015 TW15-6 深井戸
Ms Thy Ronn
テイ　ロン

円福友の会旅行者一同

2015 TW15-7 深井戸
Ms Phon Chhunny
フォン　チュニー

拓殖大学吉田ゼミ

2016 TW16-1 深井戸
Natural School No2
ナチュラル小学校第 2 号

宮田芳光
ナチュラル小学校の二番目の井戸。農園と地域の人が使っている。この井戸は 2019 年前半
に一度壊れたが、近くの市場で購入した部品と技能で修繕できた。その費用はソファット
氏のポケットマネーで負担した。
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あるところに仏あり」のスローガンの下に円福友の会のエコ村井戸支援が動き出した。こ
の井戸は在学児童の飲水のみならず近隣住民に飲料水を供給し、朝には洗濯場となり、夕
べには沐浴の場となっているのです。その後、井戸は増設され、学校農園の灌漑用水及び
トイレ清掃などに使われています。

2013 TW13-3 深井戸
PAGODA
地域のお寺

円福友の会 エコ村文化センター（パゴダ）の境内に数百本の植樹と共に設置された。

2014 TW14-1 深井戸
Ms Phoeurn Phoeurn
ホエン　ホエン

富沢　土屋　家族

2015 TW15-1 深井戸
Ms Mith Mamm
ミト　マム

上野　家族

2015 TW15-2 深井戸
Ms Vath Nith
ヴァト　ニト

東北大学　杜の会

2015 TW15-3 深井戸
Ms Ny Noeurn
ニ　ノエム

円福幼稚園

2015 TW15-4 深井戸
Ms Mei Sein
メイ　セイン

春日喜代子
春日氏はナチュラル小学校農園整備と農機具などに多額の寄付をされた。その功績をたた
え、校長先生のサロンさんとソファットさんによって学校農園を春日農園と名付けたそう
です。

2015 TW15-5 深井戸
Ms Sok Yun
ソク　ユン

櫻井商店　（櫻井榮二）

2015 TW15-6 深井戸
Ms Thy Ronn
テイ　ロン

円福友の会旅行者一同

2015 TW15-7 深井戸
Ms Phon Chhunny
フォン　チュニー

拓殖大学吉田ゼミ

2016 TW16-1 深井戸
Natural School No2
ナチュラル小学校第 2 号

宮田芳光
ナチュラル小学校の二番目の井戸。農園と地域の人が使っている。この井戸は 2019 年前半
に一度壊れたが、近くの市場で購入した部品と技能で修繕できた。その費用はソファット
氏のポケットマネーで負担した。

— 5 —



2016 TW16-2 深井戸
Ms Noeurng Noeurn
ノウン　ノウン

栁澤和子
ナチュラル小学校の二番目の井戸。農園と地域の人が使っている。この井戸は 2019 年前半
に一度壊れたが、近くの市場で購入した部品と技能で修繕できた。その費用はソファット
氏のポケットマネーで負担した。

2016 TW16-3 深井戸
Mr Chen Sok Rath
チェン　ソク　ラス

富沢　横田　尾崎

この井戸も当初浅井戸を計画したが、ソクラス氏の意向により深井戸になった。彼はこの
地区で最も先進的で働き者の篤農家で、彼の農場は日本の農業試験場のように整然として
います。彼は独自で試行錯誤して学んだ農法をナチュラル小学校で子どもたちに熱心に教
えているのみならず、苗木などを無償で配布する利他行の実践者で円福友の会賞受賞者で
す。将来的にこの地区での農家の生産性が高まり、収穫量が大きくなると、近場の市場だ
けでは値段が急速に下がることになる。この問題の克服のために、農家が協同組合を作り、
大きな都市（近隣都市）の市場で販売することを考える必要がでてくる。自発的に組合が
生まれてくるのが理想です。

2016 CROW16-1
コンクリート
リング浅井戸

Ms Yem Khen
イェム　ケン

宮下商店　（宮下繁明）
この浅井戸は、乾季には水位が下がり水不足になるので深い井戸を欲しがっている。この
家族はオートバイとトレーラーを使って村の廃品回収業で稼いでいる。

2016 CROW16-2
コンクリート
リング浅井戸

Natural School No3
ナチュラル小学校第 3 号

円福友の会
ナチュラル小学校第 3 号井戸。岩本氏の看板を立てる予定である。この井戸は当初 CROW
を試みたが掘削壁が崩れて失敗した。よって深井戸にするか別の場所に設置することが必
要である。

2016 CROW16-3
コンクリート
リング浅井戸

Ms Deub Sreymom
ドウプ　スレイマム

滝澤明子
この家族は不在で、家屋がそのまま残っているので一時的かも知れない。近隣家族が井戸
は使っている様であるが、移住してしまったら、看板は別の新しい井戸に建てる必要がある。

2016 CROW16-4
コンクリート
リング浅井戸

Ms Toeurn Ny
トエン　ニ

齋藤　木村
この家族は完全に移住したと考えられる。何故ならば家屋自体が無くなってしまった。し
かし井戸は近隣で使われている。寄付者の看板は別の新しい井戸に設置したい。

2016 CROW16-5
コンクリート
リング浅井戸

Ms Meas Oeurn
メアス　オエム

富沢孝
この井戸は効果を発揮している。この家族はコメからお酒（泡盛）を造っている。生活は
向上している。豚も飼っている。

2016 CROW16-7
コンクリート
リング浅井戸

Ms Mei Sein No2
メイセイン　第 2 号井戸

富沢　横田　尾崎

メイセインさんの第 2 号井戸　彼女は地域で最も積極的な篤農家である。堆肥を作り、小
さな養魚池を作り、多くの種類の野菜と果樹を栽培し、果樹の苗木造り、果樹加工など多
彩な農業を実践している。CEDAC 推薦の小規模統合的ホームガーデン農法の実践成功者で
ある。市場とも提携して販売路を広げている。

2016 CROW16-8
コンクリート
リング浅井戸

Ms Dam Soeurn
ダム　ソエム

　円福友の会

この家族は穀物とハーブの生産を高めている。彼女はトラクターとトレイラーを持ってい
る。17 歳の娘は病気で円福友の会寄贈の車いすを使っている。茨城 5 人組の看板を立てる
予定である。この農家はこの地区での有機ハーブ生産のモデル農園になる可能性があり、
将来は延命長寿のプレアビヒア茶のブランド開発の夢が広がる。

2016 CROW16-9
コンクリート
リング浅井戸

MsSok Pisey
ソク　ピセイ

　円福友の会
この家族は一時的に離農して季節労働者として町で働いているとみられる。もし井戸が近
隣で使用されていなかったら、坂井氏の寄付銘鈑は新しい深井戸に建てるべきである。

Note: HP=hand pump, TW=deep tube well（深井戸 , CROW=concrete ring open well. コンクリートの輪でできた浅井戸　

2011 年の 3 本の井戸は、吉田顧問が所属していたプレアビヒア日本協会が設置しました。
2013 年以降の 22 本の井戸は円福友の会が設置しました。そのうち、2016 年のＴＷ 16-3 までの 14 本は深井戸で、ＣＲＯＷ 16-1 からの 8 本はコンクリートリングを使った浅井戸です。

2016 TW16-2 深井戸
Ms Noeurng Noeurn
ノウン　ノウン

栁澤和子
ナチュラル小学校の二番目の井戸。農園と地域の人が使っている。この井戸は 2019 年前半
に一度壊れたが、近くの市場で購入した部品と技能で修繕できた。その費用はソファット
氏のポケットマネーで負担した。

2016 TW16-3 深井戸
Mr Chen Sok Rath
チェン　ソク　ラス

富沢　横田　尾崎

この井戸も当初浅井戸を計画したが、ソクラス氏の意向により深井戸になった。彼はこの
地区で最も先進的で働き者の篤農家で、彼の農場は日本の農業試験場のように整然として
います。彼は独自で試行錯誤して学んだ農法をナチュラル小学校で子どもたちに熱心に教
えているのみならず、苗木などを無償で配布する利他行の実践者で円福友の会賞受賞者で
す。将来的にこの地区での農家の生産性が高まり、収穫量が大きくなると、近場の市場だ
けでは値段が急速に下がることになる。この問題の克服のために、農家が協同組合を作り、
大きな都市（近隣都市）の市場で販売することを考える必要がでてくる。自発的に組合が
生まれてくるのが理想です。

2016 CROW16-1
コンクリート
リング浅井戸

Ms Yem Khen
イェム　ケン

宮下商店　（宮下繁明）
この浅井戸は、乾季には水位が下がり水不足になるので深い井戸を欲しがっている。この
家族はオートバイとトレーラーを使って村の廃品回収業で稼いでいる。

2016 CROW16-2
コンクリート
リング浅井戸

Natural School No3
ナチュラル小学校第 3 号

円福友の会
ナチュラル小学校第 3 号井戸。岩本氏の看板を立てる予定である。この井戸は当初 CROW
を試みたが掘削壁が崩れて失敗した。よって深井戸にするか別の場所に設置することが必
要である。

2016 CROW16-3
コンクリート
リング浅井戸

Ms Deub Sreymom
ドウプ　スレイマム

滝澤明子
この家族は不在で、家屋がそのまま残っているので一時的かも知れない。近隣家族が井戸
は使っている様であるが、移住してしまったら、看板は別の新しい井戸に建てる必要がある。

2016 CROW16-4
コンクリート
リング浅井戸

Ms Toeurn Ny
トエン　ニ

齋藤　木村
この家族は完全に移住したと考えられる。何故ならば家屋自体が無くなってしまった。し
かし井戸は近隣で使われている。寄付者の看板は別の新しい井戸に設置したい。

2016 CROW16-5
コンクリート
リング浅井戸

Ms Meas Oeurn
メアス　オエム

富沢孝
この井戸は効果を発揮している。この家族はコメからお酒（泡盛）を造っている。生活は
向上している。豚も飼っている。

2016 CROW16-7
コンクリート
リング浅井戸

Ms Mei Sein No2
メイセイン　第 2 号井戸

富沢　横田　尾崎

メイセインさんの第 2 号井戸　彼女は地域で最も積極的な篤農家である。堆肥を作り、小
さな養魚池を作り、多くの種類の野菜と果樹を栽培し、果樹の苗木造り、果樹加工など多
彩な農業を実践している。CEDAC 推薦の小規模統合的ホームガーデン農法の実践成功者で
ある。市場とも提携して販売路を広げている。

2016 CROW16-8
コンクリート
リング浅井戸

Ms Dam Soeurn
ダム　ソエム

　円福友の会

この家族は穀物とハーブの生産を高めている。彼女はトラクターとトレイラーを持ってい
る。17 歳の娘は病気で円福友の会寄贈の車いすを使っている。茨城 5 人組の看板を立てる
予定である。この農家はこの地区での有機ハーブ生産のモデル農園になる可能性があり、
将来は延命長寿のプレアビヒア茶のブランド開発の夢が広がる。

2016 CROW16-9
コンクリート
リング浅井戸

MsSok Pisey
ソク　ピセイ

　円福友の会
この家族は一時的に離農して季節労働者として町で働いているとみられる。もし井戸が近
隣で使用されていなかったら、坂井氏の寄付銘鈑は新しい深井戸に建てるべきである。

Note: HP=hand pump, TW=deep tube well（深井戸 , CROW=concrete ring open well. コンクリートの輪でできた浅井戸　

2011 年の 3 本の井戸は、吉田顧問が所属していたプレアビヒア日本協会が設置しました。
2013 年以降の 22 本の井戸は円福友の会が設置しました。そのうち、2016 年のＴＷ 16-3 までの 14 本は深井戸で、ＣＲＯＷ 16-1 からの 8 本はコンクリートリングを使った浅井戸です。
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2016 TW16-2 深井戸
Ms Noeurng Noeurn
ノウン　ノウン

栁澤和子
ナチュラル小学校の二番目の井戸。農園と地域の人が使っている。この井戸は 2019 年前半
に一度壊れたが、近くの市場で購入した部品と技能で修繕できた。その費用はソファット
氏のポケットマネーで負担した。

2016 TW16-3 深井戸
Mr Chen Sok Rath
チェン　ソク　ラス

富沢　横田　尾崎

この井戸も当初浅井戸を計画したが、ソクラス氏の意向により深井戸になった。彼はこの
地区で最も先進的で働き者の篤農家で、彼の農場は日本の農業試験場のように整然として
います。彼は独自で試行錯誤して学んだ農法をナチュラル小学校で子どもたちに熱心に教
えているのみならず、苗木などを無償で配布する利他行の実践者で円福友の会賞受賞者で
す。将来的にこの地区での農家の生産性が高まり、収穫量が大きくなると、近場の市場だ
けでは値段が急速に下がることになる。この問題の克服のために、農家が協同組合を作り、
大きな都市（近隣都市）の市場で販売することを考える必要がでてくる。自発的に組合が
生まれてくるのが理想です。

2016 CROW16-1
コンクリート
リング浅井戸

Ms Yem Khen
イェム　ケン

宮下商店　（宮下繁明）
この浅井戸は、乾季には水位が下がり水不足になるので深い井戸を欲しがっている。この
家族はオートバイとトレーラーを使って村の廃品回収業で稼いでいる。

2016 CROW16-2
コンクリート
リング浅井戸

Natural School No3
ナチュラル小学校第 3 号

円福友の会
ナチュラル小学校第 3 号井戸。岩本氏の看板を立てる予定である。この井戸は当初 CROW
を試みたが掘削壁が崩れて失敗した。よって深井戸にするか別の場所に設置することが必
要である。

2016 CROW16-3
コンクリート
リング浅井戸

Ms Deub Sreymom
ドウプ　スレイマム

滝澤明子
この家族は不在で、家屋がそのまま残っているので一時的かも知れない。近隣家族が井戸
は使っている様であるが、移住してしまったら、看板は別の新しい井戸に建てる必要がある。

2016 CROW16-4
コンクリート
リング浅井戸

Ms Toeurn Ny
トエン　ニ

齋藤　木村
この家族は完全に移住したと考えられる。何故ならば家屋自体が無くなってしまった。し
かし井戸は近隣で使われている。寄付者の看板は別の新しい井戸に設置したい。

2016 CROW16-5
コンクリート
リング浅井戸

Ms Meas Oeurn
メアス　オエム

富沢孝
この井戸は効果を発揮している。この家族はコメからお酒（泡盛）を造っている。生活は
向上している。豚も飼っている。

2016 CROW16-7
コンクリート
リング浅井戸

Ms Mei Sein No2
メイセイン　第 2 号井戸

富沢　横田　尾崎

メイセインさんの第 2 号井戸　彼女は地域で最も積極的な篤農家である。堆肥を作り、小
さな養魚池を作り、多くの種類の野菜と果樹を栽培し、果樹の苗木造り、果樹加工など多
彩な農業を実践している。CEDAC 推薦の小規模統合的ホームガーデン農法の実践成功者で
ある。市場とも提携して販売路を広げている。

2016 CROW16-8
コンクリート
リング浅井戸

Ms Dam Soeurn
ダム　ソエム

　円福友の会

この家族は穀物とハーブの生産を高めている。彼女はトラクターとトレイラーを持ってい
る。17 歳の娘は病気で円福友の会寄贈の車いすを使っている。茨城 5 人組の看板を立てる
予定である。この農家はこの地区での有機ハーブ生産のモデル農園になる可能性があり、
将来は延命長寿のプレアビヒア茶のブランド開発の夢が広がる。

2016 CROW16-9
コンクリート
リング浅井戸

MsSok Pisey
ソク　ピセイ

　円福友の会
この家族は一時的に離農して季節労働者として町で働いているとみられる。もし井戸が近
隣で使用されていなかったら、坂井氏の寄付銘鈑は新しい深井戸に建てるべきである。

Note: HP=hand pump, TW=deep tube well（深井戸 , CROW=concrete ring open well. コンクリートの輪でできた浅井戸　

2011 年の 3 本の井戸は、吉田顧問が所属していたプレアビヒア日本協会が設置しました。
2013 年以降の 22 本の井戸は円福友の会が設置しました。そのうち、2016 年のＴＷ 16-3 までの 14 本は深井戸で、ＣＲＯＷ 16-1 からの 8 本はコンクリートリングを使った浅井戸です。

2016 TW16-2 深井戸
Ms Noeurng Noeurn
ノウン　ノウン

栁澤和子
ナチュラル小学校の二番目の井戸。農園と地域の人が使っている。この井戸は 2019 年前半
に一度壊れたが、近くの市場で購入した部品と技能で修繕できた。その費用はソファット
氏のポケットマネーで負担した。

2016 TW16-3 深井戸
Mr Chen Sok Rath
チェン　ソク　ラス

富沢　横田　尾崎

この井戸も当初浅井戸を計画したが、ソクラス氏の意向により深井戸になった。彼はこの
地区で最も先進的で働き者の篤農家で、彼の農場は日本の農業試験場のように整然として
います。彼は独自で試行錯誤して学んだ農法をナチュラル小学校で子どもたちに熱心に教
えているのみならず、苗木などを無償で配布する利他行の実践者で円福友の会賞受賞者で
す。将来的にこの地区での農家の生産性が高まり、収穫量が大きくなると、近場の市場だ
けでは値段が急速に下がることになる。この問題の克服のために、農家が協同組合を作り、
大きな都市（近隣都市）の市場で販売することを考える必要がでてくる。自発的に組合が
生まれてくるのが理想です。

2016 CROW16-1
コンクリート
リング浅井戸

Ms Yem Khen
イェム　ケン

宮下商店　（宮下繁明）
この浅井戸は、乾季には水位が下がり水不足になるので深い井戸を欲しがっている。この
家族はオートバイとトレーラーを使って村の廃品回収業で稼いでいる。

2016 CROW16-2
コンクリート
リング浅井戸

Natural School No3
ナチュラル小学校第 3 号

円福友の会
ナチュラル小学校第 3 号井戸。岩本氏の看板を立てる予定である。この井戸は当初 CROW
を試みたが掘削壁が崩れて失敗した。よって深井戸にするか別の場所に設置することが必
要である。

2016 CROW16-3
コンクリート
リング浅井戸

Ms Deub Sreymom
ドウプ　スレイマム

滝澤明子
この家族は不在で、家屋がそのまま残っているので一時的かも知れない。近隣家族が井戸
は使っている様であるが、移住してしまったら、看板は別の新しい井戸に建てる必要がある。

2016 CROW16-4
コンクリート
リング浅井戸

Ms Toeurn Ny
トエン　ニ

齋藤　木村
この家族は完全に移住したと考えられる。何故ならば家屋自体が無くなってしまった。し
かし井戸は近隣で使われている。寄付者の看板は別の新しい井戸に設置したい。

2016 CROW16-5
コンクリート
リング浅井戸

Ms Meas Oeurn
メアス　オエム

富沢孝
この井戸は効果を発揮している。この家族はコメからお酒（泡盛）を造っている。生活は
向上している。豚も飼っている。

2016 CROW16-7
コンクリート
リング浅井戸

Ms Mei Sein No2
メイセイン　第 2 号井戸

富沢　横田　尾崎

メイセインさんの第 2 号井戸　彼女は地域で最も積極的な篤農家である。堆肥を作り、小
さな養魚池を作り、多くの種類の野菜と果樹を栽培し、果樹の苗木造り、果樹加工など多
彩な農業を実践している。CEDAC 推薦の小規模統合的ホームガーデン農法の実践成功者で
ある。市場とも提携して販売路を広げている。

2016 CROW16-8
コンクリート
リング浅井戸

Ms Dam Soeurn
ダム　ソエム

　円福友の会

この家族は穀物とハーブの生産を高めている。彼女はトラクターとトレイラーを持ってい
る。17 歳の娘は病気で円福友の会寄贈の車いすを使っている。茨城 5 人組の看板を立てる
予定である。この農家はこの地区での有機ハーブ生産のモデル農園になる可能性があり、
将来は延命長寿のプレアビヒア茶のブランド開発の夢が広がる。

2016 CROW16-9
コンクリート
リング浅井戸

MsSok Pisey
ソク　ピセイ

　円福友の会
この家族は一時的に離農して季節労働者として町で働いているとみられる。もし井戸が近
隣で使用されていなかったら、坂井氏の寄付銘鈑は新しい深井戸に建てるべきである。

Note: HP=hand pump, TW=deep tube well（深井戸 , CROW=concrete ring open well. コンクリートの輪でできた浅井戸　

2011 年の 3 本の井戸は、吉田顧問が所属していたプレアビヒア日本協会が設置しました。
2013 年以降の 22 本の井戸は円福友の会が設置しました。そのうち、2016 年のＴＷ 16-3 までの 14 本は深井戸で、ＣＲＯＷ 16-1 からの 8 本はコンクリートリングを使った浅井戸です。
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今
後
の
掘
削
予
定

年

型
式

種
類

場
所
、
受
益
者

寄
付
者
（
敬
称
略
）

2020

T
W

2
0
-1

深井戸

ヴ
ァ
　
ケ
ン

茨
城
５
人
組

T
W

2
0
-2

チ
ュ
ン
　
ラ
タ
ナ

坂
井
家
族

T
W

2
0
-3

チ
ュ
ア
ソ
ム
オ
ン

栁
澤
明
家
族

T
W

2
0
-4

ソ
テ
ィ
先
生

岩
本
家
族

T
W

2
0
-5

ソ
ン
・
ト
ン

鏑
木
豪
　
家
族

T
W

2
0
-6

ヤ
ン
　
ロ
ウ

豊
田
喜
昭
　
家
族

T
W

2
0
-7

島
田
八
重
子

T
W

2
0
-8

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
千
曲

T
W

2
0
-9

T
W

2
0
-1

0

な
い
方
法
で
製
作
し
て
設
置
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
井
戸
を
寄
贈
さ
れ
て
、
お
名
前
が
な

か
っ
た
り
、
間
違
え
た
り
し
た
失
礼
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
大
勢
の
皆
さ
ま
に
、
エ
コ
村
を
支
援
し
て
い
た
だ

き
地
元
民
の
力
で
エ
コ
村
が
豊
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。

今
後
の
エ
コ
村
支
援
予
定

１
．
寄
贈
し
た
井
戸
の
使
用
状
況
を
キ
ム
さ
ん
に
調

べ
て
も
ら
い
ま
す
。
使
え
な
い
井
戸
は
修
理
し

ま
す
。

２
．
さ
ら
に
井
戸
を
寄
贈
し
ま
す
。

３
．
ナ
チ
ュ
ラ
ル
小
学
校
に
、
本
棚
と
本
を
寄
贈
し

ま
す
。（
尾
崎
明
子
氏
）

４
．ナ
チ
ュ
ラ
ル
小
学
校
の
学
校
農
園
に
草
刈
り
機
、

農
機
具
、
種
、
苗
、
柵
（
動
物
が
農
園
に
入
っ

て
荒
ら
し
ま
す
）、
燃
料
等
を
寄
贈
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
キ
ム
さ
ん
が
掘
る
10
本
の
井
戸
は
す
べ

て
深
井
戸
で
す
。
40
ｍ
も
掘
り
ま
す
。
岩
盤
が
硬
い

の
で
時
に
機
械
が
壊
れ
ま
す
。

　
看
板
は
、
キ
ム
さ
ん
が
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
で
10
枚

作
成
し
、
エ
コ
村
に
持
参
し
て
設
置
し
ま
す
。
壊
れ
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円
福
友
の
会
顧
問
　
吉
田
恒
昭

ラ
オ
ス
北
西
部
の
ホ
エ
サ
イ
の
町
か
ら
直
線
距
離

で
南
東
へ
約
２
０
０
キ
ロ
の
ラ
オ
ス
の
古
都
ル
ア
ン
プ

ラ
バ
ン
へ
向
か
い
ま
し
た
。
飛
行
機
は
30
席
ほ
ど
あ
る

の
で
す
が
、
床
が
機
首
に
向
か
っ
て
傾
い
て
い
る
の
に

は
驚
き
ま
し
た
。
乗
り
込
ん
だ
乗
客
は
母
子
連
れ
の
難

民
家
族
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
多
く
は

恐
ら
く
生
ま
れ
て
初
め
て
飛
行
機
と
い
う
も
の
に
乗
る

の
で
し
ょ
う
。
離
陸
す
る
や
否
や
子
供
た
ち
は
大
声
で

泣
き
わ
め
き
始
め
ま
す
。
そ
の
傍
ら
で
両
手
を
胸
の
前

に
合
わ
せ
て
目
を
つ
む
り
ひ
た
す
ら
祈
る
老
若
男
女
で

異
様
な
光
景
と
な
り
ま
し
た
。
私
の
心
中
も
穏
や
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
微
妙
な
下
り
坂
に
な
っ
て
い
る
滑
走

路
を
全
力
で
疾
走
で
機
体
が
ガ
タ
ガ
タ
と
音
を
た
て
ま

す
。
滑
走
路
が
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
機
体

が
分
解
し
そ
う
に
な
っ
て
も
当
然
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
が

増
す
に
つ
れ
て
、
私
が
座
っ
た
最
後
部
の
扉
の
近
く
で

は
、
な
ん
と
ド
ア
の
す
き
間
か
ら
風
が
吹
き
込
ん
で
く

る
の
で
す
。
私
の
体
は
恐
怖
感
で
こ
わ
ば
り
始
め
て
い

ま
し
た
。
離
陸
後
に
機
体
は
直
ぐ
に
雲
に
入
り
、
再
び

激
し
く
揺
れ
始
め
、
あ
ろ
う
こ
と
か
水
滴
が
私
の
頭
に

落
ち
て
き
ま
し
た
。
気
圧
が
急
速
に
低
下
す
る
か
ら
で

し
ょ
う
か
、
耳
は
次
第
に
詰
ま
っ
て
き
て
何
回
も
唾
を

の
み
込
み
ま
し
た
。
鼻
を
摘
ま
ん
で
耳
圧
の
調
整
を
試

み
る
の
で
す
が
無
駄
で
し
た
。
次
第
に
内
耳
に
疼
痛
を

感
じ
始
め
ま
し
た
。
窓
か
ら
外
を
見
る
と
写
真
①
の
よ

う
に
眼
下
に
メ
コ
ン
河
を
眺
め
て
い
て
多
少
の
余
裕
が

途
上
国
開
発
協
力
こ
ぼ
れ
話

⑧
合
掌
し
て
お
礼
を
す
る
少
年
の
話

あ
っ
た
の

で
す
が
、

そ
の
う
ち

に
機
体
は

低
空
に
立

ち
込
め
る

雲
と
山
肌

の
間
を
曲

芸
飛
行
の

①死んでしまうと思った機上から
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年
の
景
観
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ

よ
り
）
と
を
比
べ
る

と
、
こ
の
半
世
紀
で

ほ
と
ん
ど
変
化
が
あ

り
ま
せ
ん
。
変
わ
っ

た
の
は
木
々
の
繁
茂

具
合
だ
け
で
す
。

私
が
こ
の
町
に
滞

在
中
に
知
り
合
っ
た

青
年
海
外
協
力
隊
の

方
が
職
場
の
ジ
ー
プ

を
借
り
て
き
て
、
私

を
郊
外
の
洞
窟
に
案

内
し
て
く
れ
た
時
の

話
で
す
。
洞
窟
を
見

学
し
て
町
へ
帰
る
途

上
の
ガ
タ
ガ
タ
道
を

ゆ
っ
く
り
と
走
行
中

に
、
前
方
を
見
る
と

大
き
な
竹
の
籠
を
背

よ
う
に
飛
ぶ
の
で
す
。
従
っ
て
眼
下
の
熱
帯
雨
林
の

木
々
は
ま
る
で
激
流
の
如
く
後
方
へ
飛
ん
で
行
く
の
で

す
。
私
も
周
囲
の
老
若
男
女
の
乗
客
と
同
じ
よ
う
に
ひ

た
す
ら
合
掌
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
半
時
間
も
か
か
ら

な
い
飛
行
で
し
た
が
、
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
飛
行
場
に
無

事
着
陸
し
た
時
は
九
死
に
一
生
を
得
た
心
境
で
ど
っ
と

疲
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
地
上
に
降
り
立
っ
て
一
息
す
る

と
、
内
耳
か
ら
の
出
血
が
喉
に
回
り
唾
に
血
が
混
じ
っ

て
き
ま
し
た
。
命
拾
い
し
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
大

事
に
備
え
て
抗
生
物
質
を
飲
み
ま
し
た
。
出
血
は
数
日

間
続
き
聴
覚
が
戻
る
ま
で
に
一
週
間
を
要
し
ま
し
た
。

日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
の
新
聞
紙
上
に
小
さ
く
「
ロ
イ

ヤ
ル
・
エ
ア
ー
・
ラ
オ
の
飛
行
機
墜
落
全
員
死
亡
」
の

記
事
を
見
て
、「
間
違
い
な
く
あ
の
オ
ン
ボ
ロ
飛
行
機

だ
」
と
確
信
し
ま
し
た
。

ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
は
ラ
オ
ス
の
古
都
で
１
９
９
５
年

に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
古
都
は
数

百
年
間
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
世
界
遺
産
に
な
っ
た
の
で

す
。
写
真
②
に
あ
る
よ
う
に
私
が
訪
れ
た
１
９
６
８
年

に
撮
っ
た
町
の
中
心
付
近
の
写
真
と
、
最
近
２
０
２
０

② ルアンプラバンの景観　左（1968年）と右（2020年）は変化がほとんどない世界遺産都市
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負
っ
た
、
ま
る
で
籠
が
歩
い
て
い
る
よ
う
な
、
10
才
ぐ

ら
い
の
女
の
子
が
道
端
で
私
達
の
車
に
向
か
っ
て
「
乗

せ
て
ち
ょ
ー
だ
い
」
と
両
手
を
挙
げ
て
大
き
な
声
で
叫

ん
で
い
る
の
で
す
。
幸
い
後
ろ
の
座
席
は
空
い
て
い
ま

す
の
で
停
車
す
る
と
、
そ
の
子
は
ま
る
で
金
の
玉
子
で

も
採
っ
た
か
の
様
に
前
を
歩
い
て
い
る
母
子
に
向
か
っ

て
叫
び
出
し
ま
し
た
。「
オ
カ
ー
チ
ャ
ー
ン
、
止
ま
っ

て
く
れ
た
よ
ー
。
ネ
ェ
ー
、
早
く
、
早
く
!!
」
と
で
も

叫
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
数
十
メ
ー
ト
ル
先
を
母
親

と
８
才
ぐ
ら
い
の
男
の
子
が
こ
れ
ま
た
大
き
な
籠
を
背

負
っ
て
立
ち
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
３
人
は
満
面
の
笑
顔

で
大
急
ぎ
で
私
達
の
ジ
ー
プ
に
走
り
寄
っ
て
き
ま
し

た
。
籠
の
中
に
は
パ
パ
イ
ヤ
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
野
菜

が
一
杯
に
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
町
の
市
場
に
運
ぶ
途
中

な
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
か
ら
町
ま
で
は

有
に
数
キ
ロ
は
あ
り
ま
す
。
こ
の
山
道
を
こ
の
幼
い
子

供
達
は
、
背
中
に
重
い
籠
を
背
負
い
裸
足
で
歩
い
て
い

た
の
で
す
。

少
女
は
い
く
ら
か
の
恥
じ
ら
い
と
嬉
し
さ
で
息
を
は

ず
ま
せ
、
顔
を
紅
潮
さ
せ
て
い
ま
す
。
私
は
子
供
達
か

ら
籠
を
受
け
と
り
、
座
席
の
間
に
押
し
込
み
、
３
人
は

籠
の
す
き
間
に
も
ぐ
り
込
む
様
に
し
て
乗
り
込
み
ま
し

た
。
走
り
だ
し
た
ジ
ー
プ
は
大
き
く
揺
れ
ま
す
、
そ
の

度
ご
と
に
籠
の
間
に
座
っ
て
い
る
少
女
は
「
お
母
チ
ャ

ン
、
つ
ぶ
さ
れ
ち
ゃ
う
よ
」
と
ば
か
り
、
嬉
し
さ
の
混

じ
っ
た
悲
鳴
を
あ
げ
ま
す
。
男
の
子
も
初
め
て
自
動
車

に
乗
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
嬉
し
そ
う

に
そ
し
て
真
剣
に
運
転
操
作
を
眺
め
て
い
ま
す
。
車
内

は
こ
の
子
供
達
の
明
る
い
は
ず
ん
だ
声
で
一
杯
に
な
り

ま
し
た
。
間
も
な
く
ジ
ー
プ
は
町
の
市
場
に
着
き
、
籠

を
下
ろ
し
私
達
が
走
り
去
ろ
う
と
す
る
そ
の
時
で
し

た
。
そ
の
小
さ
な
男
の
子
が
ジ
ー
プ
の
正
面
に
突
然
走

り
出
て
来
て
、
両
足
を
揃
え
て
直
立
し
て
、
両
手
を

胸
の
前
に
合
わ
せ
て
に
こ
や
か
に
合
掌
し
て
「
コ
ー
プ

チ
ャ
イ
（
あ
り
が
と
う
）」
と
ペ
コ
ン
と
頭
を
下
げ
ま

し
た
。
走
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
私
た
ち
は
一
瞬
た
じ

ろ
い
で
顔
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
マ
イ
ペ
ン

ラ
イ
（
ど
う
い
た
し
ま
し
て
）」
と
笑
顔
を
男
の
子
に

返
し
な
が
ら
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
無
上
の
ホ
ッ
コ
リ
を
感

じ
た
の
で
す
。
こ
の
子
供
の
所
作
と
笑
顔
は
ど
こ
か
で

年
の
景
観
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ

よ
り
）
と
を
比
べ
る

と
、
こ
の
半
世
紀
で

ほ
と
ん
ど
変
化
が
あ

り
ま
せ
ん
。
変
わ
っ

た
の
は
木
々
の
繁
茂

具
合
だ
け
で
す
。

私
が
こ
の
町
に
滞

在
中
に
知
り
合
っ
た

青
年
海
外
協
力
隊
の

方
が
職
場
の
ジ
ー
プ

を
借
り
て
き
て
、
私

を
郊
外
の
洞
窟
に
案

内
し
て
く
れ
た
時
の

話
で
す
。
洞
窟
を
見

学
し
て
町
へ
帰
る
途

上
の
ガ
タ
ガ
タ
道
を

ゆ
っ
く
り
と
走
行
中

に
、
前
方
を
見
る
と

大
き
な
竹
の
籠
を
背

よ
う
に
飛
ぶ
の
で
す
。
従
っ
て
眼
下
の
熱
帯
雨
林
の

木
々
は
ま
る
で
激
流
の
如
く
後
方
へ
飛
ん
で
行
く
の
で

す
。
私
も
周
囲
の
老
若
男
女
の
乗
客
と
同
じ
よ
う
に
ひ

た
す
ら
合
掌
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
半
時
間
も
か
か
ら

な
い
飛
行
で
し
た
が
、
ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
飛
行
場
に
無

事
着
陸
し
た
時
は
九
死
に
一
生
を
得
た
心
境
で
ど
っ
と

疲
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
地
上
に
降
り
立
っ
て
一
息
す
る

と
、
内
耳
か
ら
の
出
血
が
喉
に
回
り
唾
に
血
が
混
じ
っ

て
き
ま
し
た
。
命
拾
い
し
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
大

事
に
備
え
て
抗
生
物
質
を
飲
み
ま
し
た
。
出
血
は
数
日

間
続
き
聴
覚
が
戻
る
ま
で
に
一
週
間
を
要
し
ま
し
た
。

日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
の
新
聞
紙
上
に
小
さ
く
「
ロ
イ

ヤ
ル
・
エ
ア
ー
・
ラ
オ
の
飛
行
機
墜
落
全
員
死
亡
」
の

記
事
を
見
て
、「
間
違
い
な
く
あ
の
オ
ン
ボ
ロ
飛
行
機

だ
」
と
確
信
し
ま
し
た
。

ル
ア
ン
プ
ラ
バ
ン
は
ラ
オ
ス
の
古
都
で
１
９
９
５
年

に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
古
都
は
数

百
年
間
変
わ
ら
な
い
こ
と
で
世
界
遺
産
に
な
っ
た
の
で

す
。
写
真
②
に
あ
る
よ
う
に
私
が
訪
れ
た
１
９
６
８
年

に
撮
っ
た
町
の
中
心
付
近
の
写
真
と
、
最
近
２
０
２
０

② ルアンプラバンの景観　左（1968年）と右（2020年）は変化がほとんどない世界遺産都市
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見
た
覚
え
が
あ
る
と
ふ
と
感
じ
ま
し
た
、
あ
ー
そ
う
だ
、

昨
日
お
寺
で
見
た
仏
様
の
お
顔
だ
と
思
い
だ
し
た
の
で

す
。
そ
う
な
の
で
す
。
イ
ン
ド
シ
ナ
の
仏
様
は
何
時
も

微
笑
ん
で
い
る
の
で
す
（
写
真
③
）。
そ
れ
に
し
て
も

何
と
礼
儀
正
し
い
子
供
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
服
装
は

よ
れ
よ
れ
の
半
ズ
ボ
ン
と
黒
い
木
綿
の
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら

け
の
上
っ
ぱ
り
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
裸
足
で
し
た
。
で

も
、き
ち
ん
と
直
立
合
掌
し
て
笑
顔
で
の
「
コ
ー
プ
チ
ャ

イ
（
あ
り
が
と
う
）」
に
は
胸
が
熱
く
な
る
の
で
し
た
。

私
は
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
場
面
で
こ
の
よ
う
に
素
晴
し

い
お
礼
を
云
わ
れ
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ラ

オ
ス
滞
在
中
の
最
高
の
土
産
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
児
童
の
所
作
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う

か
。
世
界
中
の
異
な
っ
た
文
化
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
お
礼

を
表
現
す
る
所
作
が
あ
り
ま
す
。
胸
の
前
で
両
掌
を
合

わ
せ
て
頭
を
下
げ
る
所
作
は
誰
が
発
明
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
仏
像
は
ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
影
響
を
受
け
て
ガ
ン

ダ
ー
ラ
で
紀
元
前
5
世
紀
頃
に
誕
生
し
、
両
手
の
指
を

様
々
に
組
み
合
わ
せ
て
宗
教
的
理
念
を
象
徴
す
る
印
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
東
ア
ジ
ア
そ
し
て
日
本
へ

と
伝
搬
し
、
私
達
日
本
人
の
仏
像
に
な
り
ま
し
た
。
イ

ン
ド
シ
ナ
で
み
ら
れ
る
微
笑
み
の
仏
像
と
は
趣
を
異
に

し
ま
す
。
し
か
し
合
掌
す
る
姿
は
共
通
で
す
。
こ
の
幼

き
少
年
も
間
違
い
な
く
村
の
お
寺
で
、
住
職
か
ら
の
説

教
を
通
し
て
身
に
付
け
た
所
作
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
ド
シ
ナ
諸
国
で
は
新
し
く
入
植
し
て
村
を
創
る

時
に
は
、
必
ず
パ
ゴ
ダ
（
お
寺
）
と
溜
池
が
セ
ッ
ト
に

し
ま
す
。
よ
っ
て
村
の
名
前
が
お
寺
の
名
前
で
、
村
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
的
役
割
（
教
育
＋
水
管
理
＋
行

③ インドシナに多い微笑む仏様
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政
）
を
果
た
し
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
ポ
ル
ポ
ト
に
よ

る
１
９
７
０
年
代
の
大
量
殺
戮
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ト
）
と

１
９
８
０
年
代
の
内
戦
で
国
民
の
四
分
の
一
の
命
が
失

わ
れ
、
国
が
崩
壊
し
た
後
の
１
９
９
０
年
代
に
入
っ

て
、
日
本
も
含
め
た
世
界
の
国
々
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
復

興
を
支
援
し
ま
し
た
。
私
は
１
９
９
０
年
代
に
入
っ
て

か
ら
水
利
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
数
十
年
ぶ
り
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

民
の
あ
ま
り
の
変
貌
し
た
姿
に
驚
愕
し
ま
し
た
。
人
々

の
顔
相
が
全
く
変
貌
し
て
い
た
の
で
す
。
ど
こ
へ
行
っ

て
も
人
々
の
表
情
は
氷
の
よ
う
に
冷
た
く
笑
み
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
ら
が
受
け
た
悲
惨
な
人
間

不
信
の
体
験
が
そ
う
さ
せ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
復

興
の
過
程
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
起
き
た

復
興
の
槌
音
は
感
動
的
で
す
。
そ
れ
は
生
き
残
っ
た

住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
最
初
に
手
掛
け
た
こ
と
は
パ
ゴ

ダ
（
お
寺
）
を
再
興
す
る
こ
と
で
し
た
。
平
和
到
来
に

合
わ
せ
て
パ
ゴ
ダ
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
国
中
で
起
こ
っ
た

の
で
す
。
瞬
く
間
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
ど
こ
へ
行
っ
て

も
金
色
に
輝
く
パ
ゴ
ダ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
彼
ら
が
渇
望
し
て
い
た
の
は
パ
ゴ
ダ
で
微
笑
む
仏

様
だ
っ
た
の
で
す
。
円
福
友
の
会
で
初
め
て
の
エ
コ
村

支
援
ツ
ア
ー
で
実
施
し
た
の
は
パ
ゴ
ダ
へ
の
井
戸
と
植

樹
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

こ
の
様
に
イ
ン
ド
シ
ナ
の
国
々
で
は
、
ラ
オ
ス
も
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
も
日
常
生
活
の
規
範
所
作
は
お
寺
で
教
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
合
掌
し
て
「
有
難
と
う
」
の

所
作
は
仏
様
の
姿
と
重
な
る
の
で
す
。

藤
本
住
職
が
愛
育
園
で
毎
朝
夕
に
勤
行
と
し
て
般

若
心
経
を
園
児
と
共
に
大
き
な
声
で
唱
え
る
姿
は
私
が

体
験
し
た
ラ
オ
ス
の
少
年
が
ぺ
コ
ン
と
頭
を
下
げ
て
合

掌
し
な
が
ら
「
コ
ー
プ
チ
ャ
イ
」
と
言
っ
た
姿
に
重
な

り
ま
す
。
幼
児
・
児
童
が
行
動
規
範
の
基
本
の
基
を
身

に
付
け
る
朝
晩
の
勤
行
は
き
っ
と
人
生
の
宝
に
な
る
は

ず
で
す
。
今
で
は
般
若
心
経
の
意
味
が
分
か
ら
ず
「
呪

文
」
に
聞
こ
え
て
い
て
も
、
そ
こ
に
人
生
の
珠
玉
の
導

き
が
あ
る
こ
と
に
目
覚
め
る
豊
か
な
人
生
に
出
会
う
こ

と
が
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。
幼
年
期
に
体
に
浸
み
込

む
お
経
と
所
作
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
頑
張
れ
愛
育
園
。
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中
村
仁
一
先
生

中
村
仁
一
先
生
は
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
同
和
園
の
お
医
者
さ
ん
で

す
。
上
田
高
校
の
ご
卒
業
で
、
そ
の

ご
縁
で
平
成
二
十
五
年
第
二
十
四
回

南
長
野
仏
教
講
座
で
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
大
往
生
し
た
け
り
ゃ

医
療
と
か
か
わ
る
な
」（
幻
冬
舎
新

書
）
を
読
ん
で
こ
の
方
な
ら
良
い
ご

講
演
を
聴
け
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

ご
講
演
は
期
待
通
り
で
し
た
。
そ
の

後
愛
育
園
と
お
寺
に
来
て
も
ら
っ
た

り
、
東
京
の
松
尾
倶
楽
部
の
ご
講
演

を
拝
聴
し
た
り
、
お
手
紙
や
お
電
話

の
や
り
取
り
で
親
し
く
し
て
い
た
だ

敬

愛

信

来
、
二
十
一
年
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
が
同
和
園
設
立

一
〇
〇
周
年
、
そ
れ
を
契
機
に
交
替

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
予

想
外
の
展
開
と
な
り
、
後
任
問
題
で

は
、
大
変
な
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。

繁
殖
を
終
え
れ
ば
、「
健
診
」や「
検

診
」
は
受
け
な
い
と
い
う
の
が
、
私

の
主
義
で
す
か
ら
全
く
後
悔
は
あ
り

き
ま
し
た
。

十
月
十
五
日
の
消
印
で
、

直
筆
の
お
手
紙
が
届
き
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
な
の
で
、
も

し
や
と
思
っ
て
封
を
切
り
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
「
退
職

す
る
に
あ
た
っ
て
」
の
通
り

で
す
。「
人
生
は
思
い
通
り

に
な
ら
な
い
も
の
、
こ
だ
わ

る
な
、
と
ら
わ
れ
る
な
、
あ
る
が
ま

ま
受
け
よ
」
は
菅
谷
先
生
の
ご
講
演

に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
縁
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

退
職
す
る
に
あ
た
っ
て

中
村
　
仁
一

一
九
九
九
年
十
二
月
の
就
任
以
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ま
せ
ん
。

昨
年
六
月
ま
で
は
、
何
の
異
変
も

感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
早
足

で
歩
く
と
息
切
れ
す
る
よ
う
に
な

り
、
さ
ら
に
坂
道
や
階
段
で
は
一
層

ひ
ど
く
な
り
、
同
和
園
へ
辿
り
つ
く

ま
で
、
ニ
〜
三
度
数
分
の
休
憩
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
体
重
も
十
ニ
キ
ロ
ほ

ど
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
尋
常
で
な

い
と
考
え
、
八
月
二
十
日
胸
部
Ｘ
Ｐ

を
撮
り
、
右
肺
が
ん
が
判
明
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
「
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら

が
ん
が
い
い
」
と
い
っ
て
き
ま
し
た

か
ら
本
望
で
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

持
論
の
如
く
、
発
見
が
手
遅
れ
で
、

が
ん
に
対
し
て
何
の
手
出
し
も
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
痛
み
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
呼
吸
困
難
に
は
閉
口
し

て
い
ま
す
。
食
べ
物
の
通
り
道
は
勘

弁
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
息
の
通

り
道
も
ま
ず
い
で
す
ね
。

最
後
ま
で
、
で
き
る
だ
け
医
療
と

の
縁
は
薄
く
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

今
は
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

痛
み
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
時
は
「
前
世
で
余
程
悪
い
こ
と
を

し
た
報
い
」
と
思
っ
て
諦
め
、
麻
薬

を
使
う
こ
と
に
吝
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。時

折
、「
死
ぬ
の
は
怖
く
な
い
で

す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
す
。
怖
く
な

い
と
い
え
ば
嘘
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
自
然
な
最
期
を
見
せ
る
と
い
う

最
後
の
役
目
を
考
え
る
と
怖
が
っ
て

ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

そ
れ
ほ
ど
オ
タ
つ
い
て
い
な
い
の
も

事
実
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
は
、
高
二

の
時
、
切
迫
心
筋
梗
塞
で
週
三
〜
四

日
、
ひ
ど
い
発
作
に
見
舞
わ
れ
な
が

ら
、
一
度
も
弱
音
や
愚
痴
を
口
に
し

な
か
っ
た
父
の
死
に
っ
ぷ
り
で
す
。

二
つ
目
は
、
少
々
仏
教
を
か
じ
り
、

人
生
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
も
の

（「
生
老
病
死
」
は
「
苦
」）、
こ
だ
わ

る
な
、
と
ら
わ
れ
る
な
、
あ
る
が
ま

ま
受
け
よ
（「
空
」
の
精
神
）
な
ど

を
日
常
生
活
の
中
に
生
か
し
て
き
た

こ
と
。
三
つ
目
が
、「
同
和
園
」
で
、

こ
れ
ま
で
六
〇
〇
例
以
上
、
が
ん
死

も
一
〇
〇
例
以
上
（
う
ち
肺
が
ん
は

十
四
例
）
穏
や
か
な
自
然
な
最
期
に

立
ち
会
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
こ
そ

が
「
同
和
園
」
に
お
世
話
に
な
っ
た

お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
一
足

先
に
、あ
ち
ら
に
籍
を
移
し
ま
す
が
、

●
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
資
金

（
北
海
道
） 

開
　
禅
　
寺
　
様

（
青
森
県
） 

山
田
　
靖
博
　
様

（
茨
城
県
） 

塚
越
　
康
男
　
様

（
千
葉
県
） 

金
沢
む
つ
子
　
様

（
東
京
都
） 

寺
島
　
重
暉
　
様

鍵
山
秀
三
郎
　
様

㈱
小
宮
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
　
様

（
埼
玉
県
） 

三
星
　
　
剛
　
様

光
増
　
　
清
　
様

光
増
み
ど
り
　
様

（
神
奈
川
県
） 

小
林
　
春
美
　
様

清
水
　
健
一
　
様

間
仲
　
昶
充
　
様

（
山
梨
県
） 

中
澤
謙
一
郎
　
様

（
長
野
県
） 

矢
ケ
崎
昭
三
郎
　
様

窪
田
　
君
江
　
様

中
沢
し
げ
子
　
様

宮
下
　
繁
明
　
様

匿
　
名
　
者
　
様

櫻
井
　
榮
二
　
様

感
謝
の
お
知
ら
せ

○
令
和
三
年
一
月

（
十
二
月
十
五
日
〜
一
月
二
十
七
日
）
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皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
る
と
と
も
に
、

で
き
る
だ
け
遅
い
到
着
を
願
っ
て
い

ま
す
。

大
黒
天
大
祈
祷
会

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
初
縁
日
の
お

祭
り
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
愛

育
園
の
子
ど
も
た
ち
三
四
人
が
全
員

参
加
し
て
大
祈
祷
会
が
で
き
ま
し

た
。
愛
育
園
の
子
ど
も
た
ち
は
毎
朝

大
き
な
声
で
般
若
心
経
を
唱
え
て
い

ま
す
。
祈
祷
太
鼓
に
合
わ
せ
て
よ
く

揃
っ
た
大
き
な
声
の
般
若
心
経
は
、

皆
さ
ま
に
積
善
福
徳
開
運
厄
除
の
圓

福
大
黒
天
さ
ま
の
ご
利
益
を
も
た
ら

す
で
し
ょ
う
。

写
真
は
大
般
若
経
の
転
読
で
す
。

後
ろ
に
子
ど
も
た
ち
が
座
っ
て
い
ま

す
。
実
は
係
の
お
坊
さ
ん
が
時
間
を

間
違
え
て
五
分
ほ
ど
遅
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
そ
の
間
静
か
に
座
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
お
行
儀
の
よ

い
子
は
、
久
し
ぶ
り
に
見
た
と
言
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
資
金

（
北
海
道
） 

開
　
禅
　
寺
　
様

（
青
森
県
） 

山
田
　
靖
博
　
様

（
茨
城
県
） 

塚
越
　
康
男
　
様

（
千
葉
県
） 

金
沢
む
つ
子
　
様

（
東
京
都
） 

寺
島
　
重
暉
　
様

鍵
山
秀
三
郎
　
様

㈱
小
宮
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
　
様

（
埼
玉
県
） 

三
星
　
　
剛
　
様

光
増
　
　
清
　
様

光
増
み
ど
り
　
様

（
神
奈
川
県
） 

小
林
　
春
美
　
様

清
水
　
健
一
　
様

間
仲
　
昶
充
　
様

（
山
梨
県
） 

中
澤
謙
一
郎
　
様

（
長
野
県
） 

矢
ケ
崎
昭
三
郎
　
様

窪
田
　
君
江
　
様

中
沢
し
げ
子
　
様

宮
下
　
繁
明
　
様

匿
　
名
　
者
　
様

櫻
井
　
榮
二
　
様

感
謝
の
お
知
ら
せ

○
令
和
三
年
一
月

（
十
二
月
十
五
日
〜
一
月
二
十
七
日
）

払
込
票
兼
受
領
証

長
野

通
常
払
込
料
金

加
入
者
負
担

円
福
友
の
会

円
福
友
の
会

（
郵
便
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（
電
話
番
号
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
）

裏
面
の
注
意
事
項
を
お
読
み
下
さ
い
。（
郵
政
事
業
庁
）（
私
製
承
認
長
第
08336号

）

受
付
局
日
附
印

通
常
払
込

料
金
加
入

者
負
担

特
殊

取
扱

※※

※

※

※

（
消
費
税
込
み
）

千
百

十
万

千
百

十
円

千
百

十
万

千
百

十
円

右
詰
め
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

(右
詰
め
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
)

口
座
番
号

口座番号

記載事項を訂正した場合は、その箇所に訂正印を押してください。

各票の※印欄は、払込人において記載してください。

切り取らないで郵便局にお出しください。

加入者名

加入者名

金額払込人住所氏名
受付局日附印

払込人住所氏名 通　　信　　欄

料　金

料金

円

特殊取扱

（
　
）
個
　
人
　
年
額
　
3
,0
0
0
円

（
　
）
団
　
体
（
3
名
以
上
）
年
額
　
人
数
×
1
,0
0
0
円
＝
 
 

 円
（
　
）
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
運
動
協
力
金
 
 

 
 

 
 円

（
　
）
エ
コ
村
支
援
  

 
 

 
 

 円
（
　
）
タ
イ
・
ス
ラ
ム
街
奨
学
生
支
援
 
 

 
 

 円
（
　
）
お
も
い
や
り
の
会
 
 

 
 

 
 円

そ
の
他
（
 

 
 

 
）
 

 
 円

　
　
－
該
当
す
る
箇
所
に
○
印
を
お
つ
け
下
さ
い
－

金額

払
込
取
扱
票

円
福
友
の
会
 Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
運
動
申
込
書
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戸
田
　
礼
子
　
様

髙
橋
幸
人
・
清
子
　
様

㈲
櫻
井
商
店
　
様

曽
川
四
季
彩
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
　
様

（
静
岡
県
） 

一
　
雲
　
斎
　
様

海
　
蔵
　
寺
　
様

（
岐
阜
県
） 

雲
　
龍
　
寺
　
様

（
京
都
府
） 
成
田
　
芳
久
　
様

（
大
阪
府
） 
平
井
　
康
子
　
様

（
兵
庫
県
） 

歓
　
喜
　
寺
　
様

（
愛
媛
県
） 

越
智
　
誠
司
　
様

（
山
口
県
） 

竹
林
　
史
博
　
様

●
エ
コ
村
支
援

（
東
京
都
） 

吉
田
　
恒
昭
　
様

（
埼
玉
県
） 

富
沢
　
　
進
　
様

（
長
野
県
） 

塚
田
　
良
夫
　
様

矢
ケ
崎
昭
三
郎
　
様

匿
　
名
　
者
　
様

●
お
も
い
や
り
の
会

（
千
葉
県
） 

金
沢
む
つ
子
　
様

（
長
野
県
） 

矢
ケ
崎
昭
三
郎
　
様

匿
　
名
　
者
　
様

後
藤
　
將
弘
　
様

北
沢
　
義
雄
　
様

宮
下
　
成
子
　
様

曽
川
四
季
彩
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
　
様

（
静
岡
県
） 

安
達
　
昌
二
　
様

●
タ
イ
ス
ラ
ム
奨
学
生
支
援

（
長
野
県
） 

矢
ケ
崎
昭
三
郎
　
様

土
屋
龍
一
郎
　
様

●
大
黒
天
祈
祷
料

（
千
葉
県
） 

金
沢
む
つ
子
　
様

（
東
京
都
） 

寺
島
　
重
暉
　
様

（
神
奈
川
県
） 

清
水
　
健
一
　
様

（
山
梨
県
） 

中
澤
謙
一
郎
　
様

（
長
野
県
） 

塚
田
　
良
夫
　
様

柳
沢
　
久
夫
　
様

柴
田
　
孫
栄
　
様

匿
　
名
　
者
　
様

伊
藤
　
　
豪
　
様

北
澤
　
憲
孝
　
様

瀧
澤
　
　
和
　
様

（
新
潟
県
） 
樋
口
　
真
也
　
様

（
静
岡
県
） 
渡
辺
　
康
夫
　
様

（
長
崎
県
） 

藤
田
　
洋
子
　
様

（
兵
庫
県
） 

岡
田
　
渥
美
　
様

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世
界
法
民
人
類
連
帯

「
円
福
友
の
会
」
機
関
誌

『
円
福
』（
毎
月
一
回
発
行
）

円
福
友
の
会
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
会
員

会
費
　個
人
加
盟
　年
額

　三
、〇
〇
〇
円

　
　　グ
ル
ー
プ
加
盟
　年
額

　一
、〇
〇
〇
円

振
替
用
紙
で
御
送
金
下
さ
い
。

『
円
福
』

第

四
八
五
号

定
価
一
五
〇
円

発
行
日

　令
和
３
年
２
月
10
日

発
行
人

　
　
　藤

　本

　光

　世

発
行
所

　円

福

友

の

会

〒
388-

　
8005 

長
野
市
篠
ノ
井
横
田
円
福
寺

　Ｔ
Ｅ
Ｌ(

〇
二
六)

二
九
二
｜

〇
三
八
一

　Ｆ
Ａ
Ｘ(

〇
二
六)

二
九
三
｜

九
六
二
九

　振
替
口
座

　〇
〇
五
二
〇̶

七̶

一
六
二
五
六

（
三
人
以
上
）

個
人
加
盟
で
も
「
円
福
」
三
冊
送
り
ま
す
。

令
和
３
年
２
月
号

二
月
の
法
母
会

二
十
八
日（
日
）　
午
前
九
時
よ
り

愛
育
園
園
児
の
お
手
前

三
月
の
参
禅
会

七
日（
日
）　
　 

午
前
六
時
よ
り



昭和52年５月25日　第３種郵便物認可　令和３年２月10日発行（毎月１回10日発行）

世界の円満

人類の福祉

THE  ENPUKU

2021 No.485

世 界 法 民 連 帯 　 円 福 友 の 会

月2

円福友の会・ＳＡＢＡスクール

愛の日の丸  S A B A 運動

カンボジア小学校校舎建設

カンボジア　エコ村支援

タイ スラム街奨学生支援（教育里親）

大災害被災地支援

シャンティ国際ボランティア会協力

おもいやりの会（愛育園児童自立支援）

太 平 観 音 堂 護 持 発 展

円福友の会入会のすすめ

上記の 協力金は 00520 ７̶̶16256
加入者 あてに御送金下さい円福友の会

郵便振替

〒388-8005　長野市篠ノ井横田　円福寺内
TEL　0 2 6－2 9 2－0 3 8 1
FAX　0 2 6－2 9 3－9 6 2 9
http://ryu-enpukuji.com/tomonokai/
enpuku2@janis.or.jp




